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４、調査事業について                    

 

I.   調査目的 

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」では、多くの女子生徒が月経関連疾患の症状を有

しているにもかかわらず、女子生徒の月経関連疾患についての議論・対応策は報告されてお

らず、学校現場における中学・高等学校の女子生徒を対象とした女性特有の健康問題により

勉学・運動などへの影響や相談・治療といった行動についても十分なエビデンスは得られて

いなかった。そこで本事業では中学・高等学校の女子生徒へのアンケートを実施し女子生徒

が学校生活において女性特有の健康問題による影響の有無、さらに影響がある際の相談相手

や治療等の行動についても調査を行った 

 

 

II. 調査方法 

調査方法： 記述式アンケート調査 

配布方法： 学校を通じて生徒へ調査票を配布、無記名回答 

調査対象： 千葉県下 公立中学校 1校、公立高等学校 1校 

実施日： 平成 28 年 9 月 2日～6日 

配布数： 中学校 200 枚、高等学校 522 枚  

回収数： 608（84％） 

  中学校 197（99％） 中学 1年 64 中学 2年 58 中学 3年 75  

高等学校 411（79％） 高校 1年 158 高校 2年 144 高校 3年 109 

    

  調査協力： 全国養護教諭連絡協議会 

  結果集計： 日本子宮内膜症啓発会議事務局 

  結果解析： 参画委員・第 2回コンセンサス検討会議 
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III. 調査内容 
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IV. 調査結果 

勉学・運動に与える月経関連症状の問（アンケート用紙問４．「勉強・運動に影響を与える

次の症状はありますか」）に対し、約 80％の女子生徒が何らかの月経関連症状により勉学・

運動に影響があると回答した。また勉学・運動に影響があると回答した女子生徒のうち、誰

に相談するかの問（アンケート用紙問６．「誰に相談したり、調べたりしますか」）に対して

は多くは保護者を相談相手としている中で、月経関連症状により影響があっても「誰にも相

談しない」と 29％が回答した。 
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